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1. 案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 「輸入便情報照会(HAWB)(IMF12)」業務の改善

２．変更要望 「輸入便情報照会(HAWB)(IMF12)」業務において、照会区分「スペース：HAWB情報照会」は便名の
入力が必須だが、照会区分「D：不突合貨物照会」は便名の入力が不可であるため、利用しづらいので、
照会区分「D：不突合貨物照会」の場合に、MAWB番号だけでなく、便名との組み合わせによる照会を可
能として欲しい。

３．次期仕様 照会区分「D」の場合でも、便名の入力を可能とし、入力した便名で登録された不突合HAWB貨物の照
会を可能とするよう変更する。



2. 現行仕様
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現行仕様概要
「輸入便情報照会(HAWB)(IMF12)」業務において、照会区分「スペース：HAWB情報照会」は便名の入力が必須だが、
照会区分「D：不突合貨物照会」は便名の入力が不可であるため、便名単位の不突合貨物の照会が行なえず、「HAWB
情報照会」後に「不突合貨物照会」を行うために便名情報の削除を行う必要があるなど、利便性を損なっている。

現行

照会区分「D」は「スペース」と異なり、
便名の入力が不可。
便名を入力した場合は「照会区分が
スペースでない」旨のエラーとなる。

便名毎の照会ができない。

入力イメージ 出力イメージ



3. 次期仕様
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変更概要
照会区分「D」の場合でも、便名の入力を可能とし、入力した便名で登録された不突合HAWB貨物の照会を可能とするよう
変更する。

次期

入力イメージ 出力イメージ

便名毎の不突合貨物の照会が可能となり、
確認作業の利便性が向上する。

照会区分「D」の場合でも、便名の入
力が可能となり、照会区分「スペース」と
同一入力内容での照会が可能となる。



4.照会区分「D」の場合に、便名の入力をした際の留意点
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留意点
スプリットの混載MAWBにおいて、HAWBがスプリット到着し不突合（全量未着）となった場合、システムではいずれの便で
ショートしたかの判断ができないため、いずれの便を入力しても不突合貨物として当該HAWBを出力する。

HCH業務
A便 10個

HPK業務
A便 5個

HPK業務
B便 4個(実際はショート)

「HAWB情報登録(輸入)」HCH業務は
HAWB番号に対して1回のみ入力を行う。

システム上は便宜的に代表の便名で登録される。

システム上、全量未着の判断は可能だが、
いずれの便でショートしたかの判断は不可。
→A便、B便いずれの照会でも不突合貨物

として出力する。


